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科 目 名

担 当 者

事前、あるい
は並行して学
ぶべき内容

文献リスト

その他履修に
必要な学習

現代社会における「子ども」や「保育」を取り巻く問題について情報収集をする
とともに、自分自身の問題意識を形成すること。

「保育者特論」の授業を履修するにあたり、子どもの「学び」や「育ち」につい
て論じられた文献や、保育者の子ども理解、保育者の質や専門性に関する基礎文
献を読み、理解しておくことが望ましい。

①佐伯胖『「学ぶ」ということの意味』岩波書店，1995年
②佐伯胖『「わかる」ということの意味〔新版〕』岩波書店，1995年
③佐伯胖編著『共感―育ち合う保育のなかで―』ミネルヴァ書房,2007年
④佐伯胖『幼児教育へのいざない―円熟した保育者になるために―〔増補改訂版〕』
東京大学出版会，2014年
⑤津守真『保育の一日とその周辺』フレーベル館，1989年
⑥津守真『保育者の地平―私的体験から普遍に向けて―』ミネルヴァ書房，1997年
⑦吉村真理子『保育者の「出番」を考える―今、求められる保育者の役割―』フレー
ベル館，2001年
⑧吉村真理子著，森上史朗他編『吉村真理子の保育手帳①保育実践の創造―保育とは
あなたがつくるもの―』ミネルヴァ書房,2014年
⑨津守真・森上史朗編『倉橋惣三と現代保育』フレーベル館，2008年
⑩高杉自子著子どもと保育総合研究所編『子どもとともにある保育の原点』ミネル
ヴァ書房，2006
⑪髙嶋景子・砂上史子・森上史朗編『子ども理解と援助』ミネルヴァ書房，2011年
⑫青山誠『あなたも保育者になれる』小学館，2017年
⑬大宮勇雄『保育の質を高める』ひとなる書房，2006年
⑭大宮勇雄『学びの物語の保育実践』ひとなる書房，2010年

【予備学習ガイド】

保育者特論

髙嶋　景子
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期末

子ども・子育て支援実践研究

犬塚　典子

1・2年次

担 当 者

開 講 期

科 目 名

OECD諸国における子どものケアと教育に関する施策の動向（２）

OECD諸国における子どものケアと教育に関する施策の動向（３）

授業の概要
　子ども・子育て支援の実践について，前半は，OECD諸国の動向について把握し，カナダの事例
を分析する。後半は，日本の新聞、自治体広報など各種メディアの記事を共同で分析し，子育て
支援実践のための理論，政策，財政のありかたについて検討する。

１．日本の子ども・子育て支援施策の変遷および現状について理解する。
２．海外における施策や実践との比較から，日本の子ども・子育て支援制度の内容について理論
的・実証的に分析する視点を身につける。
３．現代社会の子ども・子育て環境やその実際について研究的な問題意識をもつようになる。

オリエンテーション（ガイダンスおよび課題研究について）

OECD諸国における子どものケアと教育に関する施策の動向（１）

授業の方法・授業計画

授業のねらい
・到達目標

でんでんばんを通して連絡する。

評価方法
及び評価基準

事前・事後
学習の内容

毎回の討議への貢献度を総合して評価する。

国内の政策や実践例について情報収集および整理を常に行うこと。また，毎回の授業内容を参照
しつつ各自の課題研究を進めること。

カナダにおける子どものケアと教育に関する実践事例検討（１）全日制幼稚園

カナダにおける子どものケアと教育に関する実践事例検討（２）学童保育

カナダにおける子どものケアと教育に関する実践事例検討（３）父親休業

日本の政策事例に対する討議（１）

日本の政策事例に対する討議（２）

参考文献

配布資料を中心に進める。

OECD『OECD保育白書』明石書店，2011年．

テキスト

日本の子ども・子育て支援政策の変遷ならびに現状

日本における子どものケアと教育に関する実践事例検討（１）幼稚園・保育所

日本における子どものケアと教育に関する実践事例検討（２）認定こども園

日本における子どものケアと教育に関する実践事例検討（３）事業所内保育施設

日本における子どものケアと教育に関する実践事例検討（４）病児・病後児保育

課題発表のために授業時間外での研究調査を必要とする。履修上の注意
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